
数学 atama+と XH・ZH教材の学習法 

 
Ⅰ．毎日の学習と atama+の利用 
 
１．授業の準備 
 授業で扱う項目について前日までに予習をします．atama+にある「講義」と「演習」のうち，予習で
は「講義」を学習します．動画を見て基本事項を確認して下さい．ＸＨ教材，ＺＨ教材には基本事項のま
とめと自習問題があります．自習問題には解答がついていますが，ひとまず見ないで解いてみましょう．
授業の 2 時間目で扱う問題は応用性・発展性の高い問題ですが，自分なりに解いた上で授業に臨みまし
ょう．  
 
２．授業 
 ２時間続きの数学の授業（ＸＨ教材，ＺＨ教材）のうち，1時間目が atama+を用いた授業となります．
指定された atama+の項目の「演習」を学習します．必ずノートを使って解きましょう．指定された atama+
の項目を学習し尽くした場合には，関連する項目（発展項目など）に挑戦しましょう． 
なお，授業中に atama+で何を学習するかは「授業進行表」に書かれています．標準的には太字で書か

れた項目を学習します．なお，進行表はあくまでも目安であり，実際の授業では担当講師が指示するもの
について学習して下さい． 
 2時間目はＸＨ教材，ＺＨ教材の問題について授業を受けます．予習してきた自分の解答とどこが違う
かに注意して，ノートをとりましょう． 
 
３．復習 
 授業後に，学習した項目を整理し，関連する問題に取り組むことが実力向上につながります．要点をた
だ聞いただけでは身につきません．毎日少しずつでもよいので計算練習・問題演習することが大切です．
参考書・問題集を使うときには，いつまでにどこまで解くかのスケジュールを立てるようにしましょう．  
 atama+では，短期目標を設定することで，関連する項目を含めて広く学習することが可能です．自分
が「わかっているつもり（本当はわかっていない）」であったことを発見して，弱点の克服を目指しまし
ょう． 
 
 
  



Ⅱ．自習用の atama+の問題 
 
１．オリエンテーション 
オリエンテーションでは，次の項目について．atama+の操作法を確認しながら学習します．やり残し

があれば，開講までに終わらせましょう． 

  単元 atama+の項目 

数学Ⅰ 数と式 「整式の加法・減法」から「絶対値のはずし方」まで 

数学Ⅰ 図形と計量  「三角比の定義」から「三角形の面積」まで 

 
２．開講準備 
 次の項目は，オリエンテーションで扱う「図形と計量」に関連があり，開講後の授業ですぐに必要とな
るものも含まれます．合わせて自習しておきましょう． 

  単元 atama+の項目 

数学Ⅱ 三角関数 
「一般角・弧度法」から「三角関数のグラフ」までと， 
「コサインの加法定理」「サインの加法定理」 

 
３．開講後の自習目標（１．２．の項目以外に） 
 atama+には，駿台で授業を受けるための前提となるような基本項目があります．次の各項目は，開講
後でかまいませんが，できるだけ早期に自習しておきましょう．５月の上旬までを目安とします． 

  単元 atama+の項目 

数学Ⅰ ２次関数 「２次方程式」から「２次関数の最大・最小」まで 

数学 A 
整数の性質 「約数と倍数」から「整数の割り算と商および余り」まで 

図形の性質 「三角形の成立条件」から「三角形の外心」まで 

数学Ⅱ 
式と証明 「３次式の展開公式」と「３次式の因数分解」 

高次方程式 
「複素数の定義とその計算」から「２次方程式の解の公式と判
別式」まで 

 
（注意）上で指定した各単元で，並んでいる順番の早い方の項目には簡単なものもあります．理解できて
いるようであればとばしてもかまいません． 



【前期　数学XH　atama+学習単元対応表】

Part１ Part２ Part３

週 XH教材
授業問題

XH教材内容 単元グループ atama+ 単元 週 XH教材
授業問題

XH教材内容 単元グループ atama+ 単元 週 XH教材
授業問題

XH教材内容 単元グループ atama+ 単元

(101) 指数の計算，指数方程式 指数方程式・不等式，累乗根 (201) 三角関数を含む方程式，不等
式

三角関数を含む方程式，三角関数を含む不等式 １ (301) 等差数列と等比級数 等差数列の応用，等比数列の応用，等差数列の和，等比数列の和

(102) 対数の計算，対数の方程式と
不等式

対数関数の方程式・不等式，対数の性質の応用 (202) 三角関数の合成，２直線のな
す角

三角関数の合成，三角関数の最大・最小 2 (302) いろいろな数列の和 数列の和の求め方の応用，数列の和の求め方， Σの定義と和の計算

(103) 桁数，首位の数 自然数の桁数，常用対数の応用 ２ (203) ２倍角の公式， 半角の公式 2倍角の公式，半角の公式，三角関数の最大・最小 (303) 群数列 群数列

(104) ベクトルの計算，位置ベクト
ル

内分点の公式，外分点の公式，ベクトルの差・実数倍・分解，ベク
トルの成分表示

3 (204) 三角比と図形
図形と計量

(数学Ⅰ)
円に内接する四角形(数I)，正弦定理と余弦定理 (304) 漸化式Ⅰ

階差型の漸化式，定数係数の2項間漸化式，公差・公比を利用する2
項間漸化式

３ (105) ベクトルの1次独立，2直線の
交点

交点の位置ベクトル，一直線上の3点 (205) 点と直線Ⅰ 2直線の関係，直線の方程式 (305) 漸化式Ⅱ 3項間漸化式

(106) ベクトルの表す領域 ベクトルが表す図形と領域，直線のベクトル方程式 (206) 点と直線Ⅱ 直線に関する対称点，平面上の内分点, 外分点 (306) 漸化式Ⅲ 和と一般項の関係

(107) ベクトルの内積 内積の計算_大きさの2乗の展開，ベクトルの垂直条件 (207) 円と直線 円と直線の位置関係，点と直線の距離，円の方程式 (307) 数学的帰納法 数学的帰納法

(108) 空間ベクトルの計算，空間図
形の共有点

空間図形とベクトル (208) ２円の共有点 2円の位置関係(数II) (308) 場合の数Ⅰ 順列，円順列

５ (109) ベクトルの成分，直線と平面
の交点，球面の方程式

空間における直線，球面と直線の交点，球面の方程式，空間座標，
空間ベクトルの成分

(209) 軌跡 軌跡 (309) 場合の数Ⅱ 組分け，組合せ

(110) 平面の法線ベクトル，四面体
の体積

空間図形と空間座標，空間ベクトルの内積 (210) 不等式の表す領域 不等式と領域 (310) 場合の数Ⅲ 同じものを含む順列

(111) 方べきの定理，三角形の辺の
分割比

図形の性質
(数Ａ)

方べきの定理，メネラウスの定理 (211) 領域の応用（関数） 領域と最大・最小 (311) 重複組合せ 重複組合せ

(112) 絶対値記号を含む不等式
数と式
(数Ⅰ)

絶対値のついた方程式，絶対値のついた不等式，絶対値のついた1
次方程式・不等式

(212) 領域の応用（論理）
数と式

(数学Ⅰ)
必要条件・十分条件，集合，命題，必要十分条件の基礎 (312) 確率Ⅰ 事象と確率

(113) ２次関数のグラフ，2次関数
の最大・最小

2次関数の不等式への応用，文字を含む2次関数の最大・最小 (213) 曲線の接線 共通接線，接線の方程式 (313) 確率Ⅱ 確率の基本性質・排反事象と余事象

(114) ２次不等式 2次不等式の解法，2次不等式と判別式 (214) 極大・極小 3次関数が極値をもつ条件，3次関数の極値 (314) 独立な試行の確率 独立な試行の確率，反復試行の確率

(115) ２次方程式の解の配置 2次関数の方程式への応用，放物線と直線 (215) 関数のグラフと最大・最小 (315) 条件付き確率 条件付き確率

(116) 二項定理 二項定理 (216) 微分法の高次不等式への応用_整式，微分法の不等式への応用_整式 (316) 確率の漸化式 数列(数学Ｂ) 確率と漸化式

(117) 相加平均と相乗平均の関係 不等式_相加平均・相乗平均，恒等式 (217) 定積分と面積Ⅰ 定積分の面積公式，定積分の計算 (317) 1次不定方程式，ユークリッドの互除法

(118) 剰余の定理 剰余の定理，整式の割り算(式と証明(数学Ⅱ)) (218) 定積分と面積Ⅱ 定積分と面積の応用 (318) 方程式の整数解

(119) ２次方程式の解と係数の関係 2数を解とする2次方程式，2次方程式の解と係数の関係 (219) 定積分の応用Ⅰ 定積分で定義される関数，絶対値のついた積分 (319) 整数の余りによる分類 整数の合同式

11 (120) 複素数，高次方程式，３次方
程式の解と係数の関係

高次方程式の応用，因数定理，高次方程式，3次式の対称式(式と証
明(数学Ⅱ))

(220) 定積分の応用Ⅱ 微分と積分の関係 (320) データの分析
データの分析

(数学Ⅰ)
共分散・相関係数，散布図と相関係数

※atama+単元のうち，太字下線のものは，授業に直結した単元であり，予習・復習に最適です．太字下線ではないものは，基本事項を確認する単元・発展的な課題の単元のいずれかであり，補助学習として利用します．
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【前期　数学ZH　atama+学習単元対応表】

Part１ Part２
週 ZH問題 ZH教材内容 単元グループ atama+ 単元 週 ZH問題 ZH教材内容 単元グループ atama+ 単元

(101) 関数の極限１ 関数の極限(xが有限)，関数の極限(xが無限) 1 (201) 数列の極限 数列の収束と発散，無限等比数列

(102) 関数の極限２ 三角関数と極限，eと極限 (202) 無限級数 無限級数，無限等比級数

(103) 微分法の基本 商の微分，積の微分 (203) 関数 合成関数，逆関数

(104) 合成関数の微分法 三角関数の微分，指数関数の微分 (204) 関数 無理関数

(105) 合成関数の微分法 対数関数の微分 (205) 放物線 放物線(2次曲線)

(106) 合成関数の微分法の応用 陰関数の微分，媒介変数表示関数の微分，逆関数の微分 (206) 楕円 楕円

4 (107) 関数のグラフ 関数の極大・極小，曲線の凹凸 (207) 双曲線 双曲線

5 (108) 積分法の基本 不定積分(数III)，定積分(数III) (208) 極方程式 極座標，極方程式

(109) 置換積分法 定積分の置換積分法，不定積分の置換積分法 (209) 複素数と複素数平面 複素数の和，差，実数倍

(110) 置換積分法 三角関数を利用した特殊な置換積分法，三角関数の不定積分 (210) 複素数と複素数平面 複素数の共役と絶対値

(111) 部分積分法 定積分の部分積分法，不定積分の部分積分法 (211) 極形式 極形式，極形式による複素数の積と商

(112) 微分法の応用 接線と法線 (212) ド・モアブルの定理 ド・モアブルの定理

(113) 微分法の応用 微分法の不等式への応用 (213) ド・モアブルの定理 n乗根

(114) 平均値の定理 微分法の方程式への応用 8 (214) 複素数平面の図形 複素数平面と三角形の形状，複素数平面の図形への応用

(115) 面積 定積分と面積(数III)，いろいろな図形の面積 (215) 複素数平面上の点の変換 円と直線

(116) 面積 媒介変数表示と面積 (216) 区分求積法 区分求積法

(117) 体積 定積分と体積(数III) (217) 定積分と不等式 定積分と不等式

(118) 体積 回転体の体積 (218)
定積分によって表される
関数

絶対値の積分

(119) 速度、加速度 平面上の点の速度と加速度 (219)
定積分によって表される
関数

定積分で定義された関数

(120) 曲線の長さ 曲線の長さ，速度と道のり (220) 定積分と漸化式 式変形と部分積分法

※atama+単元のうち，太字下線のものは，授業に直結した単元であり，予習・復習に最適です．太字下線ではないものは，基本事項を確認する単元・発展的な課題の単元のいずれかであり，補助学習として利用します．

最新版の単元表は以下URLよりご確認ください
https://contents.lms.sundai-edfu.com/downloads.html
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